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第37次南極地域観測隊の概要
一出発に際して一
藤 井 理 行
第1次 の南極観測隊が東京港を出発 したのが1956年11
月。それから40年目の節 目にあたるこの11月14日、私
達、第37次日本南極地域観測隊56名(越冬隊40名、夏隊
16名)は、東京港の晴海埠頭を出航 し南極へ向か う。夏
隊長は神田啓史氏(国 立極地研究所研究系教授)、越冬副
隊長は川田邦夫氏(富 山大学理学部助教授)で 、いずれ
も南極観測、北極などのフィール ドワークのベテランで
ある。また、オブザーバとして共同通信社の稲葉智彦氏
と総合研究大学院大学の学生である三枝茂君が参加する。
南極観測への大学院学生の参加は長年の懸案であったの
で、南極観測40年目の実現は、その新たな時代の到来を
告げるものといえる。
加藤達雄艦長率いる 「しらせ」は、オース トラリアの
フリーマン トルに寄港 した後、海洋観測、大気化学観測、
地球物理観測などを実施しつつ、一路東南極のリュツォ ・
ホルム湾を目指す。昨年は海氷状況が良 く、「しらせ」は
1983年の就航以来最も早い昭和基地接岸となった。 しか
し、今年の昭和基地は例年になく寒 く、この6月 と8月、
9月は観測開始以来第1位 と第3位 、第4位 の低い月平
均気温を記録 し、海氷状況は悪い可能性があ り昨年並の
早期接岸は楽観できない。しか し、盛 りだ くさんの夏期
の観測、設営計画を考えると、「しらせ」の早期接岸を願
わずにはいられない。
昭和基地における夏期設営計画の内で最 も規模の大 き
な計画は建築作業である。基地整備長期計画の一環とし
て、倉庫棟(写 真)、非常発電機室、地震計室、大型短波
レーダ観測小屋の建設 と、第9発 電棟の撤去を予定 して
いる。また、基地の電力事情改善のため、200KVA発電
機1台 を300KVA発電機と交換する。このほかの基地作
業を含めると、その作業規模は延べ1450人目となる。「し
らせ」からの作業支援が500人目得 られるので、観測隊が
950人目を担うことになるが、これは30人が1ヵ 月以上働
く作業量である。基地の作業は、2階 建て建物の建設や
?
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重機を扱 う作業が増えて きており、こうした作業につい
ては素人が大部分の観測隊にとっては、安全の確保を十
二分に計 り、無事に作業を遂行する必要がある。
第37次隊は、第IV期5ヵ年計画の最終年度にあたり、
地球環境研究に関する観測計画が目白押 しである。オゾ
ンホール、温室効果気体、太陽 と地球の関係を調べる超
高層物理観測、生物、地学の研究など、昭和基地は地球
環境研究の観測最前線にある。 また、 ドームふ じ観測拠
点の氷床深層コア掘削は、過去の地球環境を知る上で、貴
重な情報を提供するはずである。主に夏期に実施する沿
岸部のフィール ドワークもこうした観点から立案 されて
いる。以下、主要な観測計画の概要を述べる。
夏期の観測は、生物系 と地学系が広範なフィール ドワ
ークを展開する。生物系は、「海氷圏生物の総合研究計画」
として、ラングボブデの袋浦でアデリーペンギンの行動
調査を実施する。12月下旬から2月10日までの長期にわ
たり、自動個体識別装置を導入 してアデリーペ ンギン100
羽のルッカリーへの出入 りと、ゲー ト下に埋め込まれた
体重計で行動 と体重の詳細 を観測する。 また、マイクロ
データロガーによる潜水行動についても調査を進め、総
合的にアデリーペンギンの行動を明らかにする。また、露
岩域の積雪中の藻類についても広範囲に調べ、その特性
を明らかにする。地学系は、リュッォ ・ホルム湾沿岸、プ
リンスオラフ海岸およびエ ンダービーランドのアムンゼ
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ン湾の露岩域で地形調査 を実施する。いずれも最終氷期
後の氷床後退に伴 って露出 した露岩域で、その露出年代
とその後の隆起、周氷河作用について調査を進める。
越冬は、昭和基地に31名、 ドームふ じ観測拠点に9名
である。昭和基地では、気象、電離層、地球物理の定常
観測が36次隊に引き続いて行われる。特に、気象部門は
日射、放射観測の充実 を計 り、地球物理部門は夏期に建
設される新地震計室へのセンサー移設を予定 している。研
究部門では、第IV期5ヵ年計画の最終年度 として多 くの
観測が前次隊に引 き続 き実施 される。各研究系の主要な
計画を紹介する。
宙空系:36次隊が設置 した大型短波レーダによる大規
模電離層電場の観測 を行う。これは、電離層プラズマの
ドリフ ト速度を広範囲に観測するもので、ハレー基地な
ど他の南極地域や北極地域のレーダと共同観測すること
により、磁気圏のプラズマ対流の変化の解明に大きな成
果が期待される計画である。また、ファブリペロー ・ド
ップラー ・イメージングシステムの観測では、オーロラ
輝線の ドップラーシフ トとドップラー幅からオーロラ発
光高度の中性大気の風速と温度を明らかにする。 また、大
型短波 レー ダとの同時観測データから、熱圏中性大気風
と電離層プラズマ対流の相互作用の解明に道を拓 くもの
である。
気水圏系:「 南極大気化学観測計画」として温室効果
気体である二酸化炭素 とメタンの連続観測、微量気体成
分の可視分光観測を継続するとともに、地殻起源のラド
ン濃度の連続観測を実施 し、エアロゾルの長距離輸送過
程を解明する。 また、1996年に打ち上げられる人工衛星
ADEOSの大気周縁光赤外分光観測の地上検証観測 とし
て、オゾンゾンデや可視分光観測 を実施する。また、氷
床氷縁の変動のモニタリングとして、航空機からの写真
撮影 をプリンスオラフ海岸からリュツォ ・ホルム湾沿岸
の範囲で行 う。
地学系:「 東南極大陸における地殻動態および地殻形
成過程の総合研究計画」 として、超伝導重力計による地
球潮汐、地球自由振動の連続観測を実施する。これは、地
球深部の構造解明を目的とし、日本と同時観測を行う。ラ
コステ重力計および地球物理定常観測のSTS地震計から
の観測データと組み合わせることによ り、極めて広帯域
での地球の強制 ・自由振動 を明 らか にで きるものである。
生物 ・医学系:昭 和基地周辺の 「環境モニタリング」の
環 として、湖沼における藻類の研究を行う。南極の厳
しい自然環境の中で、冬季に完全結氷 しない湖沼は海 と
ともに生物にとって安定 した成育環境である。西オング
ル島には、こうした湖沼が点在 し、その中には湖底 に藻
類が厚 く成育 しているものもあるが、こうした藻類マ ッ
トについてはほとんど研究が進んでおらず、その培養を
含め研究を実施する。この研究は、夏季の氷雪藻類の研
究 とともに、南極陸上生態系の解明に新たな知見を与え
るものと期待 される。
大型アンテナを用いた衛星観測、航空機観測 も多岐に
わ た り実 施す る。 衛星受 信 は 、 あけ ぼの 、MOS-1、
ERS-2、JERS-1と ともに 、今 後打 ち上 げ られ る
RADASATを、 またADEOSが 搭載 され るH-　llロケ ッ
トの追尾 を予定 してい る。航空機 観測 は、航 空磁 気、大
気採 集、氷縁 監視、大型動 物セ ンサス等について行 う。
ドームふ じ観測拠点 では、9名 が越 冬 し36次隊 に引 き
続 き 「氷 床深 層掘 削 計画」 の掘 削2年 目 と して 、深 度
2500mを目標に掘削 を続行す る。 この計画 は、過去20万
年 に逆の ぼる地球規模の気候 と環境の変動 を解明 し、 そ
の変動 メカニズム を研究す る学 際的な計画 であ る。年平
均気温 が 一58℃とい う低温 下での厳 しい作業 となるが 、
何 とか 目標 を達成すべ く万全の対 策で臨 む。 ドームふ じ
観測拠点 では、 この他 に、 ・般 地上観測 、高層 ゾ ンデ観
測や 、アイス レー ダ2波 長観 測、降積雪 とエ アロゾル採
集 、積雪 ピッ ト観測 、浅膚掘 削、積雪 ・凝結最観測 など、
氷床深層コアの解釈 に基本的 に重要な観測 を実施す る。 ま
た1
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の よ うな静 か な数 日を迎 えている。 この期 間、 さ まざ ま
な方に貴重 なア ドバ イス とサ ポー トを受 け、準備 を整 え
るこ とがで きた.南 極 では、安全第'を モ ッ トーに、時
には積極的 に、時 には慎 重に、「しらせ」の人達 とともに
隊 員 ・同チ ームワー ク良 く、最大限の成 果 をあ げる よう
努 力 したい。そ して、それぞれ心 に残 る有意義 な 日々を
過 ごして きたい。最 後に、これ まで私達 に寄 せ られた好
意 と協 力に対 し、改め て御礼 申し上げ る。
(筆者:第37次観測隊長,国 立極地研究所研究系教授)
インドの南極観測の現状と日本への期待
神 沼 克 伊
日本学術振興 会(JSPS)とイン ド国立科学 ア カデ ミー
蠕1篇雛織耀㌫瓢1㌶ ●
れ国が滞在 費や国内旅費 を負担す る システ ムである。受
け入れの ホス トはハ イデ ラバ ー ドにある国立地球物 理研
究所(NGRI)のH.　K.　Gupta所長で、旧知の間柄で も
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舗装道路の総延長が5㎞ 以上 にもなる広大な敷地内に、十数棟の建物が
点在す るNGR1メインビル ディング入口
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あ り、い ろい ろな配慮 を して くれ た。
INSAの好意 によるアーグラー(タ ージ ・マ 八一ル)の
観 光旅行が ニューデ リー に到着 した翌 日の10月2日 に設
定 され ていた。10月3日 、ハ イデラバー ドに移動 し、15
日までNGRIの ゲス トハ ウスに滞在 した。
NGRIでは地震 学、測地学 の分野の科学者 及 び南極観
測 参加 者 と交流 し、研 究者の抱 えている問題 につ いて討
論 し助 言 を した。 勿論 全て に答 え られる訳で はな く、適
当な人を紹介す る こともあった。10月ll日はNGRIの創
立記念 日で特別講 演 を依頼 され、これを含め合計4回 の
講演 を行 った。
10月15日ゴアの 国立海洋研 究所(NIO)に 移 り、ゲス
トハウスに滞在 した。　NIOでもNGRIと 同様 に地球物理
学 の専 門家 と懇談 、研 究の相談相手 にな った。講演 は2
回行 った。 イン ドの研究者はイ ンド亜大陸 、イン ド洋、昭
和 基地 を含 む東南 極の沿岸露岩 を一つの 目で見 ようと し
ている点が 印象深 か った。 ゴアでは、 日本に キ リス ト教
を紹介 したフ ランシス コ ・ザ ビエルの遺体(ミ イ ラ)と
対 面で きた。
18日にニューデ リー に戻 り、海 洋開発局(DOD)、 イ
ン ド地質調査所(GSI)、　INSAを訪問 した。　DODの南極
局 はイ ン ド南 極観測隊 の設営 部門 とプログラムの決定 を
行 って い る 機 関 で あ る。 局 長 と懇 談 す る と と も に、
"J
apanese　Antarctic　ActiVities"　とい う講演 を行 った。
局長 はイ ン ドの南極観測 の体 制や現状 を説明す る ととも
に、将来 日本 との共同研究 を強 く要望 された。
DODが イン ド南 極観測隊 を組織 しているが 、設営は ほ
とんど軍隊が担当 している。 また科学 プ ログ ラムは各研
究所や大学 が独 自の計 画を提 出 し、採用 され れば、その
機 関が その プログラムに全 責任 を持つ システムに なって
いる。　NGRIもNIOも南極観測 では地球 物理 部門の プロ
グラムを担 当す る重要 な研究所 と位置づけ られている。
NGRIでは2005年までの南極観測計画 案が 作成 され て
お り、 イン ドのマ イ トリ基 地か ら昭和基地や南 ア フリカ
のサナエ基地 まで の 「地殻 断面構造」 を両 国 との共同 で
実 施 したい との希 望が出 されてい る。 また 日本のエ ンダ
ー ビーラ ン ドのSEAL計 画への参加 も要望 してい る。
DODで は南極観測研 究セ ンター(ASC)を ゴアに建設
中で、氷床 コア解析 のため の低 温室 も含 まれてい る。 こ
の低温室 の設備 につ いてい ろいろな情報 を提 供 して くれ
と要請 され、帰国後 、極 地研 の関係教官の助言 を得て、情
報 を送 ってい る。 また、 日本 の ドー ムふ じでの掘削現場
にイ ン ドか ら夏隊 のオ ブザ ーバー と して是非1名 参加 さ
せて欲 しい と要請 された。
SEALへの イン ド人科 学者の参加はDODか らも要請 さ
れた。地球科学 に関 しては今後、 イン ド側は、　DODのDr.
Mitra　(Senior　Seientific　Oth er)、日本側は私が窓口にな
って、交流 を進め ることに した。　DODか らは、極地研究
所 との 間で研 究協力 の為 の メモ ランダムの交換 も提案 さ
れ た。
GSIには南極 局があ り、 ここが南 極観測 の地質 と雪氷
を受け持 っている。ここで もSEALへ の関心が高か った。
イン ドの南極観測 は1981年に始 ま り、1983年に昭和基
地の西約850kmの棚氷上 にダ クシ ン ・ガンゴ トリ基地を建
設 、越冬 を始めた。1989年に南 の露 岩上に新 しくマ イ ト
リ基地 を建設 し、今 日に至 っている。1995年11月にイ ン
ドを出発 する隊が第15次隊 で、ア ジアで は日本 に次 ぐ南
極観測 の歴史 を有 して いる。1989年には基地への補給砕
氷船 の他、 も う一隻 の砕 氷船 をチ ャー ター して、 ウェ ッ
デル海の 海洋調 査 も実 施 してい る。 この点 に関 しては、
JAREの先 をい くことになる。1989年12月には地質調査
のキャンプ中に4名 の死亡事故 が発 生 している。
イ ン ドでの講演 で私 が強調 した ことは、 日本隊 に参加
す る場 合、それぞ れの習慣 の違 い を十分理解 し、順応 で
きる人だけ を派遣 して欲 しい とい うこ とであ った。そ の
第1は 菜 食 主 義者(ベ ジ タ リア ン)が 参 加 した場 合 、
JAREと しては責任 を持 ちか ねる こと、第2は 、野外調
査では1～2ヵ 月 シャワーや風 呂の無い生活になるが、そ
んな環境 に耐 え られる人、 第3は 日本 隊へ の参加期 間は
12月か ら翌年 の3月 末 と約4ヵ 月であ り、その間の家族
との連絡は容易で ない こと(特 に野外 では)な どを説 明
した。地質学的見 地か らは昭和 基地西側 の情 報は 日本 に
とって重要で あ り、 イ ン ドとの協力 は推進 すべ き課題 の
一 つ と考 える。
(筆者:国 立極地研究所研究系教授)
第15回南極地学シンポジウム
標記 シ ンポジウムが1995年10月26日と27日の2日 間、
国立極 地研 究所講堂 において開催 され、89名の参加者 が
あった。参加者 に は、 日本南極 地域観測 隊に参加 したベ
ルギーの科学者(2名)と 韓 国の南極観測 の成果 を発 表
した韓 国の科学者(4名)、 ゴン ドワナ大陸の問題 に係 わ
る研究発表 を行 ったイン ドか らの留学生 などが含 まれ る。
発 表 と議論 は、口頭発 表 に よる、地 質 と岩石1,ll,皿
(14件)、固体 地球 物理1,ll,皿(12件)、 海洋の地学
1,[(6件)、 地形 と地球 化学1,ll(8件)と 、ポス
ター発表(10件)の 、11セッシ ョンでなされ た。
東経24度付近の セール ・ロンダーネ山地か ら、昭和 基
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ブリュッセル自由大学デクレア教授の講演
地のあ る リュッ ォ ・ホ ルム湾地域 、 さらにエ ンダーー ビー
ラン ド、 ロス海周 辺地域 を経 て西経55度fJ.近のサ ウス シ
ェ トラ ン ド諸 島まで、 さらにイ ン ド洋 と太.平洋海域 にわ
たる広範 囲な地域 の研 究発表が な された ことが、今川の
シ ンポ ジウムの特 徴であ った といえ よう、以 下にい くつ
かの トビ.ックスを紹介 する。
地質学分野では、セ…ル ・ロンダーネ山地や リュッォ ・
ホル ム湾沿 岸地域 の地 質構造 、岩石学 、年代学 、 占地磁
気学研究 に加 え、1996年度か ら5カ 年計画で本格的 に調
査.P定の エ ン ダー ビー ラン ド地域 の 〕擦 的 な成果が5件
発表 され、今 後の重点的調査指針 が示 される と共 に関心
の高 さが窺 えた。 とくに、エ ンダー ビ・一ラン ド地域で は
岩石学 ・年 代学の 双ノ∫にお いて従来の研究成 果の 見直 し
を求める新 しいデ ー タが提 出 され、注 目された
地 形分野 で は、 リリ.ッォ ・ホルム湾沿岸の 隆起 海成堆
積物 の年代が3-一.4万で1杣fまで遡 るのに対 し、沖合いの海
底堆積物 の年代が 、採 取 された限 りでは1万4「 ・年前 ま
で しか遡 らないこ とが示 され、最終 氷期 極相期 におけ る
南極氷床の拡大範囲 に関す る議論に新たな ・石 を投 じた.
また 、ロ ス海 のテ ラノバ湾沿岸 で新た に確認 された海抜
40mイJ.近の隆起 汀線 は、最終間氷期 以前の ものであるIIJ'
能性が 高い ことが 指摘 され 、事実 であれ ば東南極 では最
初の報 告例 として往 日され た。
固体地球物 理分 野で は、昭和 基地 にお ける超 伝導 電力
計 に よる観 測や絶 対 車:力測1定の成果が示 され 、重力潮汐
や地球 自由振 動 に関す るよ り精密 な議論が展 開 された ほ
か、昭和基 地 などでの地震観測 に基づ く地球 内部構造 に
関す る解析結 果が 発表 され た。 また、海洋潮汐 デー タ再
検討の結果 、年 平均 海水面 はこの20年間に約4.5mm年
の割 合で低 ド傾向 にあ るこ とが示 され、 多 くの関心 を集
め る と共 に、今 後の継 続観測 の重 要性 が指摘 された、,こ
の ほか、当分野 では観測方法 や観測機器の開発 が観測精
度向 上のため に重 要で あるこ とか ら、 これに関連する4
件の発表があ った。
南極1卜島周辺 島噸(![1と海洋 の地学 に関す る発 表は、 合
わせ て9件 に達 したが 、日本.南極観測隊 と直接 的 な関 係
がないため、聴衆の関心はやや薄か った印象は否めない.
今後 は当 シンポジ ウム 開催 の案 内 をよ り広範 囲に呼び か
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け 、 こ れ ら の 分 野 で も活 発 な 議 論 が な され る よ う 努 力 し
た い
な お 、 こ の シ ンポ ジ ウ ム で 発 表 さ れ た 研 究 成 果 は 、 例
年 ど お りProceedings　of　the　NIPR　Symposium　on
Antarctie　G osciences,　No.　9と し て1996年 に.卜rl行さ れ
る 」/ヒで あ る,
永年勤続者表彰
'}勺友7年 度の永年勤続者 表彰式 が、国立極地研究所 の
創 、lt/6Li念日であ る9月29H〔 金)所 長室で行 われ、鷹 野
和 夫会計課用 度第:係 長、 酒井 品基 事業課業務係 長、大
塚 英明観測協 力室設営 第..二係長 、勝 川 豊観測協 力室設
営総括係主任 に、それぞれ 平澤 所 長か ら表彰状の授 「」・と
記念LJ]Lllが贈呈 された 、
亀鵬 劃
h珊瑚
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鷹野用度第2係 長(右).酒井業務係長(中)、勝EB設営総括係主任(左)
南極圏環境モニタリング研究センター開所式
'ド成7年 度 に設 置された国立極地研究所 第3番 目の研
究施設であ る南極 圏環境 モニ タ リング研 究セ ンターの 開
所式 が、10月2日 〔月)に 実施 された、,
部屋の前 には、1{澤所長 と福 地セ ンター長 によって掲
げ られた、南極圏環境 モニ タリン グ研究 セ ン タ…の 真新
しい看板 が光 っていた、
一4一
極 地 研
講 演 と 映 画 の 会 を 開 催
南極観測 のF拝業 と成果を普及するため、9月7日 夕、新
潟 県.ヒ越.「liのリージyン プラザ ヒ越 コ ンサー トホ ーール に
おいて南極観測報告 「1;幅寅と映画の会1〔共催:ヒ 越rli　・● ヒ越 山教育 委員会、後援:新 潟 県教育 委員会)をP}1催し
た、.'111.1は地 元出身 で本年3月 帰国 した横d」玄太郎第35
次 越冬隊長 〔農林水 産省北陸」畏業試験 場室長)が 、「南極
の 自然 と越冬隊 」 と題 し、南極 の 自然 、観}11|]の歴1払 越
冬隊の活動 な どについて約1時 間の講演 を了二]tい、講演 を
は さんで地 元中学 生の代 表 と昭 和基地 のイ川!副隊長 との
電 話交信や映 画 「南極観測」 の ヒ映を行った。
会場 には、小 ・中学 生 を含め た約700名の市民 が集 ま
り、入場で きなかった 市民の ため にホ ・ール 外のモニ ター
前 に臨時席 を設けるほ どの盛況 で、担111者をあわて させ
る混雑ぶ りで あったが、集 まった市民 か らは、南極 を身
近 に接 するこ とがで きた と好 評であった.、
●洩鷺
'・噛f
昭和基地との電話交信
平成7年10月1日 付 け人事異動
配置換
邊 研太郎 助教授資料系 〔生物系資料部門)
(助教授研究系)
昇 任
神 川 啓 史 教授研究系(寒 冷生物学第 ・研究部門〕
(助教授資料系)
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青 木
採 用
茂 助手南極圏環境モニタリング研究センター
第36次 越 冬 隊 員 の 家 族 会 開 か れ る
現 在越冬中の第36次越冬隊員の家族会が9月22H(金)
召 田 会長の主催 に より本研究所 講堂 で開催 された 遠 く
は北 海道 、r:'IJ知、島根か ら出席があ り、25家族、50名の
盛 況 な家族 会 となった,,
会は、平澤所長 の留守家族へ のね ぎらいの言葉 に始 ま
り、出席 家族か ら近況 をま じえた自己紹 介と越 冬隊員 と
の通信 の一・端が披 露 され、 なごやか な雰|川気 に包 まれ た。
研究所 か らは越 冬隊の今後の 日程 や託送品 の送 りノ∫な
どにつ いて説明 を行 い、 また、今年3月 に帰 国 した 第36
次 夏隊 が行動 中に撮 影 した フ ィルム をもとに 夏期 オペ レ
ーー シ ョン中の 各隊 員の様子を報 告 した、
この 後、記録映画 「南極観}!IIUの上映 を行 い、記念写
真 を撮 影 し閉 会 した
チノ
.fl}～ ㌧ ∵ ＼'べ・
第36次越冬隊貫の留守家族
自衛消 防訓 練 発 表 会 に参 加
川 、1'1極地研究所 自i葦1消防隊は、9月27H(水)に 開催
された板橋消防署主催の自衛消防訓練発表会に参加 した。
当日は朝から小雨まじりのあいにくの天気だったが、管
火点にむけて放水中の自衛消防隊員
極 地 研 ニ ユ
理部及び事業部から選抜 された4名 の自衛消防隊員は訓
練の成・果を十分に発揮 し、優良賞を受賞 した。
氏
所 属 ・職
招へい期間
研 究 課 題
氏
レ外国人研究員の紹介く
名 ピー ター ワダムス
　 　(Peter　Wadhams)
外国人研究員
ケ ンブ リ ッジ大学 ス コ ッ ト極 地研 究所 ・リ
ー ダー
平 成7年10月1日 ～12月31口
地球規模気候 ・環 境変 動にお ける北 極海水
域 の役割 に関 する研究
名
所 属 ・職
招へい期間
研 究 課 題
シュワルッ ギュ ンター
(Sehwarz　GUnter)
外 国人研 究員
アルフ レッドウェゲナー極 地研 究所
ポツダム支所 ・研 究員
平成7年10月1日 ～平成8年3月31日
安定 同位 体 による南極.大気 中の水循環 の研
究
研究所出版物
南 極 資 料Vol.38,No.2(July1994,p.113-191)
Vo1.38,No.3(November1994,p.193-328)
Vol,39,No.1(Marchl995,p.1-77)
Memoirs　of　National　Institute　of　Polar　Research
　 Special　Issue,　No.50:　Holocene　 Environmental
　 　 Changes　in　Antarctic　Coastal　Areas,　ed.　by　P,　A,
　 　 Berkman　and　Y.　Yoshida.　107　p.　August　l994,
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Upper　Atmo-
　　 sphere　Physics
No.8,76p.Marchl995
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Polar　Mete-
　 　 orology　and　Glaciology
　 　 No.　8,　215　p,　November　l994
Proceedings　ofしhe　NIPR　Symposium　on　Antarctic
　 　 Geosciences
No.7,190p.October1994
Proceedings　of the　NIPR　Symposium　on　Antarctic
　　　Meteorites
No,8,363P.Marchl995
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Polar　Bilology
No,8,205p.February1995
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　 in　the　McMurdo　 Dry　Valleys　and　on　Ross　Island,
　 Antarctica,　by　T.　Torii(editor-in-chief).　294　p.
　 August　1994.
No,　 200(Seismology　28):　Re-scaling　of　seismic
　 events　at　Syowa　Station,　Antarctica,　1987-1990,
　 by　M.　 Kanao.　212　p.　August　1994.
No,　201(Glaciology　22):　Glaciologieal　data　collected
　 by　the　30th,　31st　and　32nd　Japanese　Antarctic
　 Research　Expedition　in　1989-1991,　by　Y,　Fujli,　H.
　 Motoyama　and　N.　Azuma,　 89　p.　January　1995.
No.　 202(Glaciology　23):　Glaciological　data　collected
　 by　the　34th　Japanese　Antarctic　Research　Expedi-
　 tion　in　l993,　 by　 H.　 Motoyama,　H,　 Enomoto,
　 M.　 Miyahara　and　J.　Koike.　43　p.　January　l995,
No.　 203(Oceanography　l6):　Oceanographic　data　of
　 the　33rd　Japanese　Antarctic　Research　Expedition
栓om　November　l991　to　March　l992,　by　K.　Tana-
　 ka　and　K.　Noguchi.　53　p.　February　l995.
No.　204　(Glaciology　24):　Data　of　sea-ice　cores
　 obtained　in　LUtzow-Holm　Bay　from　1990　to　l992
　 (JARE-31,　-32)　in　the　period　of　Japanese　Antarc-
　 tic　Climate　Research,　by　T.　Kawamura,　T.　Tak-
　 izawa,　Kay　I.　Ohshima　and　S.　Ushio.　42　p.
March1995.
No,　 205　(Upper　Atmosphere　Physics　12):　Upper
atmosphere　physics　data　obしained　at　Syowa　Sta-
　 tion　in　1992,　by　L　 Yamazaki,　Y.　Takahashi,　H.
　 Mineno,　M.　 Kamata,　Y,　Ogawa　and　A.　Kadoku-
ra.208p.March1995.
No.　206　(Ionosphere　54):　Radio　observation　data　at
　 Syowa　Station,　Antarctica　during　l993,　by　T.
　 Yamaguchi　and　M.　Kunitake.　190　p.　March　1995,
No.　207　(Seismology　29):　Seismological　bu letin　of
　 Syowa　Station,　Antarctica,　1993,　by　K.　Okano
　 and　M.　Kanao.　95　p.　March　1995.
Antarctic　Geolegical　Map　 Series
　 Sheet　27(2):　Mt.　Torimai,　Northern　Yamato　Moun-
tains,　レ25000,　With　the　explanatory　text,　by　Y,
Motoyoshi　e亡a1.　8　p.　with　6　pL　March　l995,
Catalog
　 Catalog　of　the　Antarctic　Meteorites　collected　from
　 　 December　l969　to　December　1994,　with　special
　　 reference　tothose　represented　in　the　collections　of
　 　 the　National　Institute　of　Polar　Research,　comp.
　 　 by　K.　Yanai　and　H.　Kojima,　analyzed　by　H,
　 　 Hararnura.　230　p.　March　l995.
JARE　Data　Reperts
　 No.　199(Geochemistry　2):　Japanese　geochemical　data
-6一
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観 測 隊 だよ り
1.昭和基地
9月に入 り太陽高度が高くなるにつれ日差 しが強さを
増 し、野外での作業にはサングラスが必需品となる時期
を迎えた。 また、オゾンホールが最大級のものとなって
いることを伝え、サングラスや紫外線防止 クリーム等で
目や皮膚を保護す るよう呼びかけられた。 日照時間は月
末に13時間を越え、朝食、夕食は太陽が出ている中で取
れるようになった。
野外行動は、4日 出発 したスカーレン、パ ッダ島での
地学、生物観測が強風等の悪天候に見舞われ停滞等余儀
な くされたが、予定の調査を終了 し16日無事帰還 した。
18日にはラングボブデへ観測小屋の移設、スカルブスネ
ス、スカーレンへ電波観測に出発 した。また、下旬には、
トッッキ岬へ雪上車の整備やルー トNl2までの燃料輸送
等実施 し、 ドー ムふ じ観測拠点補給旅行が始まった。
各種行事では、旅行の合間をぬって誕生会が開かれ、娯
楽係に よる演劇が行われ、9月 生まれの隊員の生い立ち
から現在に至るまでの人生が演 じられた。30日にはスポ
ーツ大会(サ ッカー)が 行われた。来月には ドーム補給
旅行隊出発 により人員が減るため今回が最後の居住棟対
抗戦となった。
10月に入 り基地周辺の島々の露岩には、ペンギンが見
られ巣作 りを始めた。海氷上ではアザラシの子が次々と
生 まれ、空 には盗賊カモメが飛び交い本格的な春の訪れ
を実感できる季節を迎えた。
野外行動では、9日 「ドームふ じ観測拠点」への補給
旅行隊が留守隊員の盛大な見送 りを受け昭和基地を出発
した。旅行隊は途中低温と軟雪に雪上車の足がとられ ド
ームふ じ観測拠点を目の前に悪戦苦闘しているが来月早々
には到着す る予定である。また、沿岸調査旅行も先月に
引 き続 き活発に行われ、弁天島へ氷厚測定、スカーレン
ヘコケ調査、ルンバでのペンギン調査等実施 した。
基地では、人口が少なくなったにもかかわらず基地建
物周辺や道路の除雪作業を開始 し、基地主要部 と夏期隊
員宿舎 との間の峠が開通 した。今後、除雪は全員の作業
として行われ37次隊受け入れに向けての準備を開始 した。
2.ドームふじ観測拠点
9月に入 り日1日 と太陽高度が増 し冬が過 ぎ去った事
を感 じさせるようになったが、気温は一70℃台の日が多
かった。
中旬からは、気温の日変化が現れるようにな り、屋外
での作業が気分的に楽になった。
基地の活動はコア解析室の整備 を中心に進め、先月か
ら開始 された液封掘削は、掘削の初期には低温 による機
器の動作不良や液封液の取扱に種 々の問題が生 じ難航 し
たが、一つ一つ着実に克服 し次第に安定 した掘削に移 り
つつある。生活では、旅行もなく変化のない ドームでの
唯一の楽しみはビデオの映画鑑賞であったが、それ も見
尽 くし昭和基地か らの補給を待ち望んでいる。
10月に入り太陽高度が日に日に高 くな りほとんど夜が
なくなった。屋外では車両整備、デポ地の整理 、 ドリフ
トの除雪などが行われるようになった。
越冬生活があと3ヶ 月余 りとな り、掘削班はこれ まで
の悪戦苦闘による疲れを癒 し、英気を養 うため1週 間の
休養期間を設け最後の決戦に備えての態勢を整えた。
掘削は、低温や極悪な掘削条件 による様々な問題 を一
つづつ解決 しながら、遅いペースではあるが着実に進め、
月末には21&87mに達 している。
24日には太陽が沈まなくな り、極量 となった ドー ムふ
じ観測拠点では、9日 に昭和基地 を出発 した補給隊 との
10ヶ月ぶりの再会を楽 しみに しなが ら、受け入れ態勢 を
整えている。
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctie　Station)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　 temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure.
　 sea　level)　〔hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10>
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭和基地
　 　 　 　 (Syowa
9月　(September)
-21.7
-10.7(10日)
-39.5(1日)
974,8
0.8
65
4.6
27,4(9日,NE)
32,5(9日,NE)
6.3
4
89532)
10月　 (October)
-12.2
-2 .1〔25日)
-28.9〔1日)
984.7
L9
70
7.2
36.8(13日,NE)
49.0(13日,NE)
7.7
2
一7ー
ドームふじ観測拠点
9月 　 (September)
-66,4
-48.3(25日)
-78,3(1日)
582.8
10月　 (October)
-56.8
-38,4(24日)
-70.3(8日)
585.3
5.86.4
10.0(22日,NE)13.1(13日,　 ENE)
10,2(16日,SSW)
3,8
12
15.5(31日,　ENE)
3.6
12
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第37次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成7年10月20日 現在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長
(兼越 冬
隊 長)
藤 井 理 行 22.1.11 国立極地研究所研究系
(文部教官 教授)
大 分 県 第18・25・32次 越 冬
隊
刷 隊 長
(兼越 冬
副 隊 長)
川 田 邦 夫 18.6.15 富山大学理学部
(文部教官 助教授)
富 山 県 第25次越冬隊
気 象 宮 本 仁 美 34.2.15 気象庁観測部 東 京 都 第30次越冬隊
(運輸技官)
〃 中 村 雅 道 36.3.25 気象庁観測部 青 森 県
(運輸技官)
〃 成 田 修 36.10.12気象庁観測部 茨 城 県
(運輸技官)
ク 横 田 歩 39.3.30 気象庁観測部 北 海 道
(運輸技官)
〃 池 ケ谷 裕 幸 40.8.1 気象庁観測部 岡 山 県
(運輸技官)
電 離 層 弓 指 勇 29,3.15 郵政省近畿電気通信監理局 鹿児島県
(郵政事務官)
地球物理 野 木 義 史 36.12.30 国立極地研究所研究系 兵 庫 県 第30次夏隣
(文部教官 助手)
宙 空 系 川 名 幸 仁 32,6.11 郵政省通信総合研究所関東支所 千 葉 県 第29次越冬隊
(郵政技官)
lt 菊 地 雅 行 40.6.12 国立極地研究所研究系 岩 手 県
(文部教官 助手〉
〃 坂 野 共 催 42,7.6 東北大学大学院理学研究科 宮 城 県
(文部教官 助手〉
気水圏系 宇 井 啓 高 15,12.16富山大学教育学部 富 山 県
(文部教官 教授)
ク 新 堀 邦 夫 25.6.14 北海道大学低温科学研究所 北 海 道
(文部技官)
ク 大 久 保 茂 則 37,ll.28郵政省東北電気通信監理局 福 島 県
(郵政事務官)
ク 藤 田 秀 二 39.1.23 北海道大学工学部 秋 田 県 第29次越冬隊
(文部教官 助手)
地 学 系 根 岸 弘 明 45.9.4 京都大学防災研究所 青 森 県
(文部教官 助手)
生 物 ・ 坂 東 忠 司 27,3.27 京都教育大学教育学部 徳 島 県
医 学 系 (文部教官 助教授〉
機 械 増 田 進 27.6.7 国立極地研究所事業部 愛 媛 県
(文部技官)
〃 真 壁 勤 29,ll.23茨城工業高等専門学校会計課 茨 城 県
(文部技官)
〃 永 田 泰 尚 34.11.20国立極地研究所事業部 沖 縄 県
(文部技官)
ク 谷 口 健 治 37.1.3 高知医科大学業務部 高 知 県
(文部技官)
〃 堀 辺 敏 男 37,1.27 国立極地研究所事業部 神奈川県 第31次越冬隊
(文部技官)
ク 古 木 直 人 42.10.25国立極地研究所事業部 新 潟 県
(文部技官)
〃 笹 雄 治 46,12.26国立極地研究所事業部 青 森 県
(文部技官)
通 信 中 部 恵 一 36.12.17国立極地研究所事業部 愛 知 県
(文部技官)
.■ 山 中 吉 信 38.12.28海上保安庁警備救難部 長 崎 県
(海上保安官〉
調 理 時 松 誠 39.9.19 国立極地研究所事業部 埼 玉 県 第32次越冬隊
(文部技官)
〃 三 宅 正 章 44.12.31海上保安庁警備救難部 岡 山 県
(海上保 安官〉
医 療 新 川 義 容 25.8.5 国立極地研究所事業部 鹿児島県
(文部技官)
〃 米 山 重 人 30.4.25 国立極地研究所事業部 京 都 府 第32次越冬隊
(文部技官)
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○越冬隊
担 当 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
航 空 神 保 昌 司 22.11.9 国立極地研究所事業部 山 形 県 第24次越冬隊
(文部技官)
tl 加 藤 隆 士 30.3.4 国立極地研究所事業部 山 形 県
(文部技官)
ll 千 葉 政 範 39.4.15 国立極地研究所事業部 北 海 道
(文部技官)
環境保全 野 田 幸 宏 44.9.25 国立極地研究所事業部 大 阪 府
(文部技官)
設営一般 片 桐 一 夫 20.12.1 長岡技術科学大学教務部 新 潟 県
(文部技官)
ク 池 谷 紀 夫 26.9.29 国立極地研究所事業部 東 京 都 第32次越冬隊
(文部技官)
Sf 釘 光 信一郎 35.7.30 国立極地研究所事業部 山 口 県
(文部技官)
〃 島 田 義 昭 38.10.18国立極地研究所事業部 富 山 県
(文部技官)
Il 清 水 克 朗 38.11.28高岡短期大学 東 京 都
(文部教官 講師)
● ○夏 隊
担 当 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 神 田 啓 史 21.10.6 国立極地研究所研究系 北 海 道 第19次夏 隊
(来夏隊長) (文部教官 教授) 第24・29次越冬隊
海洋物理 及 川 幸四郎 28.6.6 海上保安庁水路部 宮 城 県
(海上保安官)
海洋化学 三 浦 幸 広 37.11.3 海上保安庁水路部 宮 城 県
(海上保安官)
海洋生物 宮 本 佳 則 38.4.16 東京水産大学 滋 賀 県 第34次越冬隊
(文部教官 助手)
測 地 木 村 勲 35.8.3 建設省国土地理院地殻調査部 福 岡 県
(建設技官)
気水圏系 高 橋 昭 好 15.7.26 国立極地研究所事業部 愛 知 県
(文部技官)
地 学 系 前 杢 英 明 36.4.28 山口大学教育学部 広 島 県
(文部教官 助教授)
〃 三 浦 英 樹 40.7.19 国立極地研究所研究系 北 海 道
(文部教官 助手)
生 物 ・ 齋 藤 捷 一 16.11.ユ 弘前大学教育学部 大 阪 府
医 学 系 (文部教官 教授)
〃 綿 貫 豊 34.1.2 北海道大学農学部 長 野 県 第30次夏隊
(文部教官 助手) 第31次越冬隊
設営一般 加 藤 幸 作 28.1.27 国立極地研究所管理部 東 京 都
(文部技官)
〃 中 川 一 志 33.6.11 国立極地研究所事業部 三 重 県
(文部技官)
〃 西 元 一 夫 35.5.16 国立極地研究所事業部 大 阪 府
(文部技官)
〃 今 田 武 彦 38.1.5 国立極地研究所事業部 東 京 都
(文部技官)
〃 大 坊 幸 雄 40.3.7 国立極地研究所事業部 青 森 県
(文部技官)
.■ 鶴 添 長 生 41.3.8 東京大学施設部 鹿児島県
(文部技官)
○オブザーバー(夏 隊)
専門分野 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
大 学 院 教 育
報 道担 当 記 者
三 枝 茂
稲 葉 智 彦
45.3.17
34.4.4
総合研究大学院大学
数物科学研究科
共同通信社社会部
東 京 都
東 京 都
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外国基地派遣者等名簿
○南極 条約 に基 づ く交換 科学者(派 遣)(オース トラリア ・ケーシー基地)
鰯 ・:・ .・ ⊥鑑,)日 ・..・
動 物 分 類 学 鬼 頭 研 二!23.10.30.札幌医科 大学医学i!「三 助手 北
本 籍
海 道
隊 経 験 等.一
〇外 国共同観測(中 国 ・中山基地)
d・v.lllJ分野 氏 名 告 繍)|1
超 高 層 物 理 学 西 野 正 徳17.1.1
超 高 峙iキ勿f里t:lt:　グ1三荊勺 康i台38.4.19
?
属
名占屋 大学 太陽」曲球環境研究所
〔交矧～教 官,講 師)
朝[1大学経ti/;f学部 講師
愛'
本 籍
?
?、
?
阪
隊 経 験 等
眠し 第8・19汐(
越 冬 隊
府
【極地豆辞典】
コン ドリュールの起源
これ まで南極大 陸 にお いて 日本隊が発 見 したIU石の
数 は約9000個にのぼる。発 見 されたほ とん どのF員イiは
火星 と木星の 間 に存 在す る小惑星 帯か らもた らされ て
いる と信 じられてい る。 中で も、 これ まで に採 集 され
た1;貴石 の約90%は コ ン ドライ ト慣 行 と呼ばれ るもの で
ある、。コン ドライ ト領有は、直径0.1ミリか ら1ミ リサ
イズの珪酸塩 を主体 とす る溶 融粒 子が急冷 してで きた
コ ン ドリュールが集積 し、密 にパ ッキ ング した組織 を
その人こきな特徴 と して もっている。 コ ン ドライ ト阻石
は生 成年代が46億年 と太陽系 で最 も古 く、その全岩化
学組 成が太陽組 成 に近 い。 そ して、集積 後、その組 成
を変化 させ てい ない こ とか ら、太陽系形成 時にで きた
ものであ る ことがわか っている。 しか し、 コン ドラ イ
トを構成す る コン ドリュールがいか に して形成 され た
かについては、現在 もわか っていない。
現在 、標準 モ デル として信頼度の高 い惑 星系形成 の
モデ ルを紹 介 しよう。 それに よる と、我 々の現在生 活
してい る地球 や 、他 の惑星 ・衛星 、そ してliiliも同時
期の太陽 の形成時 に必然 的に形成 したこ とになってい
る。す なわ ち、星 間分子 雲内で密度の 高い コアと呼 ば
れる部分が重力収縮 し、やがて原始太陽が形成 され る。
系全体 は回転 しているため、遠心力 に妨げ られ て太陽
に落 ドで きなか った物 質は、原始 太陽 の回 りにガス ・
ダス トの円盤 を形成 する。 この円盤 内部は激 しい乱 流
状態 にあ って、 ダス トは成長 し、 いず れは重力分 裂 を
起 こす。 この結 果、微惑星が 形成 し、最終 的に現在 の
我 々の太陽系の ような惑星系に至 る.,しか しなが ら、
の シナ リオには、[;員石の生成 を含んで いない。最近 で
は 、物 質その ものを研究す る「損石学 者と惑 星形 成を論
じる理論物理学 者 との問 との相.fl:理解が重 要視 され て
い る.コ ン ドリュー ルの形成 が この シナ リオの どこに
位置す るかを明 らか にす るこ とが最 も大きな惑星科学
の研究テーマの..一つであ る。
現在 の ところ コン ドリュール生成過程 につい て提案
されている説 は数多 くあ り 微惑川 ・`い二の衝突説 と星
雲 に存在 した ダス トの融解説 に大 きく2つ に分 かれ る。
後者の ダス トの融解 の熱源 は、雷 、太陽活動の活発化、
円盤へ の ダス トの沈積時 の衝 撃な ど様 々な説が混在 し
て いる。
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コン ドライ ト陽石の光学顕微鏡写真(Y-791428、H3).丸いコンドリュ
ールの起源はまだわかってない。スケールは横幅が約5mm.
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